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１．本時の位置付け 

 本時は、小学校学習指導要領（平成２９年告示）及び同解説【社会編】等に記載されている以下の内容の一部と関連

します。  

展

開

① 

【お金の貯め方】 

・お金を貯めるとで

きること 

・銀行の働き  

第 3学年 社会科 

（2）ア 

（ア） 生産の仕事は、地域の人々の生活と密接な関わりをもって行われていることを

理解すること。 

（イ） 販売の仕事は、消費者の多様な願いを踏まえ売り上げを高めるよう、工夫して

行われていることを理解すること。 

（４）イ 

 （ア）交通や公共施設、土地利用や人口、生活の道具などの時期による違いに着目

して、市や人々の生活の様子を捉え、それらの変化を考え、表現すること。 

<内容の取扱い> 

・ 「公共施設」については、市が公共施設の整備を進めてきたことを取り上げること。

その際、租税の役割に触れること。 

第 5学年 社会科 

（2）ア 

（イ） 食料生産に関わる人々は、生産性や品質を高めるよう努力したり輸送方法や

販売方法を工夫したりして、良質な食料を消費地に届けるなど、食料生産を支え

ていることを理解すること。 

（２）イ 

（イ） 生産の高低、人々の協力関係、技術の向上、輸送、価格や費用などに着目し

て、食料生産に関わる人々の工夫や努力を捉え、その働きを考え、表現すること。 

（4）ア 

（イ）大量の情報や情報通信技術の活用や、様々な産業を発展させ、国民生活を向

上させていることを理解すること。 

＜解説＞ 

・ 自他の個人情報の保護や適切な扱いが必要であることなどに触れることが大切で

ある。 

第 6学年 社会科 

（１）ア 

（ア） 日本国憲法は国家の理想、天皇の地位、国民としての権利及び義務など国家

や国民生活の基本を定めていることや，現在の我が国の民主政治は日本国憲法

の基本的な考え方に基づいていることを理解するとともに，立法，行政，司法の三

権がそれぞれの役割を果たしていることを理解すること。 

＜解説＞ 

・ 「租税の役割」については，租税が国や県，市によって行われている対策や事業な

どの費用として使われていること，それらは主に国民によって納められた税金であ

ることなどを理解できるようにする。 

 

※本時は、高度に情報化した社会における、自他の個人情報の保護や適切な扱いの

必要性についての学習内容を発展させ、第３学年、５学年、６学年の内容と関連さ

せて扱います。 

展

開

② 

【身の回りの危険と

保険】 

・身の回りの危険 

・保険の働き 

展

開

③ 

【お金のトラブル】 

・お金の貸し借り、

インターネットによ

るトラブル 

・トラブル時の相談

先 

また、金融リテラシー・マップとの関係では、「分類１ 家計管理」、「分類２ 生活設計」、「分類３ 金融取引の基本と

しての素養」、「分類４ 金融分野共通」、「分類６ ローン・クレジット」、「分類８ 外部の知見の適切な活用」の学習を

含んでいます。 
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２．本時の目標  

 お金の貯め方、生活の危険への備え方、お金にかかわるトラブルの回避について理解し、自分の生活にどのよう

に生かしていくかを考え、表現する。 

 

３．評価のポイント  

 お金の貯め方、生活の危険への備え方、お金にかかわるトラブルの回避について理解し、自分の生活においてど

のような場面で生かしていくか考え、表現している。 

 

４．本時の流れ ※「学習活動」及び「指導上の留意点」の＃は、標準講義資料のスライド番号を示している。 

 テーマ 学習活動（●は教師の活動、○は児童の活動） 指導上の留意点 

導
入 

５
分 

将来の夢とお金

の関係 

●将来やってみたいことについて考えることを通して、本時

の学習について児童が興味をもてるようにする。（＃２3～２

４）  

（問）みなさんが将来やってみたことは何ですか？ 

（＃２３） 

○やってみたことについて考え、発表する。 
 

将来やってみたいことをするためには、お金が必要にな

りますね。今日はお金のことについて、さらに詳しく学ん

でいきましょう。（＃２４） 

・ 

展
開
① 

１０
分 

お金の貯め方 お金を貯めるとできることがあります。お金の貯め方につ

いて考えてみましょう。（＃２５～３１） 

●お金の貯め方について考えさせる。（＃２５～２７） 

〇クイズ（お金を貯めるには）について考える。（＃２６～２

７） 

 

●銀行の働きと役割について説明する。（＃２８～３１） 

〇クイズ（計算してみよう）について考え、利息の計算をす

る。（＃３０～３１） 

 

 

 

 

 

・＃２８～２９は発展的な内

容であるため、スライドを

基に概要のみの説明にと

どめるとよい。 

展
開
② 

１０
分 

身の回りの危険

とその避け方 
生活の中の危険（リスク）と備え方について考えましょう。

（＃３3～３６） 

●生活の中の危険（リスク）と、リスクへの備え方について

説明する。（＃３3～３６） 

○生活の中の危険（リスク）について知り、リスクに備えるた

めの保険があることを知る。（＃３5） 

・＃３４は実際の事例をウェ

ブサイトの情報などを参

考に紹介できるとよい。 

（６．参考資料 参照） 

・＃３3～３６は発展的な内

容であるため、具体的な

例を示して児童が理解し

やすいように配慮しつつ、

教師の説明を中心に進め

るとよい。 

 

展
開
③ 

１５
分 

お金のトラブル

に気を付けよう 

 

 

 

 

自分たちも遭うかもしれない、お金のトラブルについて考

えましょう。（＃３8～４２） 

●お金の貸し借り、ワンクリック詐欺、オンラインゲームの課

金の事例から、身近なお金のトラブルについて考えられ

るようにする。（＃３8～４２） 

○身近な事例から、自分たちもお金のトラブルに遭うことが

あり得ることを知り、トラブルに遭わないようにするために

必要なことを考える。 

 

お金のトラブルに遭った場合の相談先について知ってお

 

 

・児童の実態に応じて、＃

４１～４２オンラインゲーム

の課金の事例を＃４０ワン

クリック詐欺の前に扱った

り、どちらかの事例に絞っ

て提示したりしてもよい。 

 

・＃４３の内容はワークシー
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 テーマ 学習活動（●は教師の活動、○は児童の活動） 指導上の留意点 

きましょう。（＃４３） 

●お金のトラブルに遭った場合は、まず保護者に相談するこ

と、さらに様々な相談先があることについて説明し、児童

が理解できるようにする。（＃４３） 

トに資料として掲載し、児

童が必要な時に参照でき

るようにする。 

ま
と
め 

５
分 

学習のまとめ 

 

●２時間の学習についてまとめ、児童がこれからの生活に

どう生かしていくか考えられるようにする。（＃４４） 

○学習したことを振り返り、お金の使い方、貯め方、トラブル

回避の方法やトラブル遭遇時の対応について考えたこと

をワークシートに記入する。 

・前時と合わせ、学習全体

を振り返るよう促す。 

 

５．ワークシートの解答・解答例  

 

 

６．参考資料 

・自転車利用中の対人賠償事故に備える保険等（東京都生活文化スポーツ局） 

https://www.seikatubunka.metro.tokyo.lg.jp/tomin_anzen/kotsu/jitensha/seisaku-

jyourei/jitensha-jourei/0000001924 

  

https://www.seikatubunka.metro.tokyo.lg.jp/tomin_anzen/kotsu/jitensha/seisaku-jyourei/jitensha-jourei/0000001924
https://www.seikatubunka.metro.tokyo.lg.jp/tomin_anzen/kotsu/jitensha/seisaku-jyourei/jitensha-jourei/0000001924
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身近なお金について考えてみよう② 

年  組  番 名前 

 

１．将来やってみたいことについて書きましょう。  

 

 

 

 

 

２．クイズ（お金をためるには） 

   自分の答え                  クイズの答え 

 

 

 

３．クイズ（計算してみよう）  

 

 

 

 

 

４．クイズ（お金の貸し借り） 

   自分の答え                  クイズの答え 

 

 

 

５．ふりかえり（前の時間の学習と合わせて考えよう）   

（キーワード：お金の使い方、お金の流れ、お金の貯め方、お金のトラブル、どうすればよいか） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ワークシート 
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☆トラブルにあったときの相談先 

 

 


